
第１試合
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【バッテリー】

【長　　　打】

【戦　　　評】

　 平成26年度全国中学校体育大会／第36回全国中学校ソフトボール大会　公式ホームページ
今大会中の試合経過や大会速報を掲載しています。　　 　　　　http://www.ehimejpa.com/softball/

　　全国大会常連校同士の対戦は両投手の落ち着いた立ち上がりで始まった。試合が動いたのは３回。
後攻の松前中は、先頭の８番青野がレフト前ヒットで出塁すると、四球と送りバントで１死２・３塁の
チャンスを作り、天野、一色、竹田の三連打などで一気に４点を先取し試合の主導権を握った。清風南
海中も打ち合いは望むところ。直後の４回表に２番松本のヒットから、壺井、松本の連続長打で２点を
返す。気持ちの込もったフルスイングは見事だった。しかし、４回裏にもスクイズで加点した松前中
が、要所で堅い守りを発揮して押し切った。
　攻守にハイレベルなプレーが見られた好ゲームであった。

平成26年8月20日（水） 　9：00～10：46 球審：三瀬　 一塁：菊池 　二塁：神野　 三塁：浜岡

【男子２回戦】 Ａ球場（松山中央公園北） 松前中学校（愛媛県）　VS　清風南海中学校（大阪府）

　今日は朝からみんなのエンジンがかかって、試合開始と同時に全開となって戦えた。昨日、守りのミ
スでピッチャーを苦しめたが、今日は守りでリズムをつくり、助けることができた。
　次も守り勝つソフトで一戦必勝‼

＜先攻＞（清）　●松本 峻武　－　田中 颯人 

主将談

一塁側チーム（上記タイトルの左側）
の写真（縦横比４：３）

松前中 怒涛の集中打でベスト４へ名乗り!!
清風南海中 長打攻勢も一歩及ばず!

三塁側チーム（上記タイトルの右側）
の写真（縦横比４：３）

　若 人 よ   蒼 き 四 国 で 熱 く な れ  ！

監督談

＜後攻＞（松）　○阪井　達佳、一色　寛太 － 川原　雅亮

＜本塁打＞

＜三塁打＞　壺井 亮介（清）

＜二塁打＞　松本 峻武（清）

【勝者インタビュー】

　投手を中心によく守り抜くことができた。昨日の初戦はガチガチで自分たちのソフトができなかっ
た。その反省から今日は明るく楽しくプレッシャーを楽しもうと準備して臨めた。全国大会の舞台で、
選手は１戦１戦成長している。この試合が今までのベストゲーム‼　次はこれを越えたい。

All Japan Junior High School Softball Championship 2014 in Ehime

清風南海中学校（大阪府）

松前中学校（愛媛県）

＜松前中　先制タイムリーを打つ天野聡太選手　＞ ＜清風南海中　力投するエース松本 峻武投手　＞

チーム名


